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令
和
８
年
度
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
三
か

年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
第
三
次
れ

い
わ
ラ
イ
ジ
ン
グ
プ
ラ
ン
一
年
目
の
成
果
と

課
題
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
踏
ま
え
、
三
か

年
計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
、
様
々
な
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
と
事
務
局
が
一
丸
と
な
り
、

安
心
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備
や
、
発
注
者

か
ら
の
信
頼
維
持
に
取
り
組
ん
だ
成
果
を
以

下
の
よ
う
に
本
年
度
の
事
業
運
営
に
反
映
し

て
ま
い
り
ま
す
。

︻
受
託
事
業
・
就
業
機
会
提
供
事
業
・
労
働

者
派
遣
事
業
︼　

セ
ン
タ
ー
の
事
業
収
入
と

会
員
の
就
業
実
績
を
左
右
す
る
仕
事
の
受
注

に
つ
い
て
は
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す
る

杉
並
区
か
ら
の
公
共
事
業
に
つ
い
て
、
三
者

包
括
契
約
（
準
委
任
）
を
含
め
た
柔
軟
な
就

業
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の
社

会
環
境
に
適
応
し
た
シ
ル
バ
ー
人
材
が
請
け

負
え
る
新
た
な
業
務
の
提
案
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
受
注
増
加
が
著
し
い
派
遣
事

業
や
マ
ン
シ
ョ
ン
共
用
部
清
掃
等
屋
内
清
掃

に
つ
い
て
、
会
員
が
良
好
に
就
業
で
き
る
環

境
を
整
備
し
、
ま
た
ス
マ
ス
マ
の
活
用
に
よ

り
就
業
公
表
か
ら
依
頼
手
続
き
ま
で
を
迅
速

か
つ
確
実
に
実
施
し
ま
す
。

︻
調
査
研
究
事
業
︼　
利
用
者
の
満
足
度
が
高

い
履
行
状
態
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
、
満
足

度
を
測
る
た
め
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
用
い
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
適
宜
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

就
業
・
広
報
・
地
域
活
動
の
各
委
員
会
を
中

心
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
健
全
な
事
業
運
営
に

必
要
と
な
る
情
報
や
事
業
実
績
等
の
調
査
・

収
集
を
適
宜
行
い
、
早
期
の
課
題
解
決
に
取

り
組
み
ま
す
。

︻
研
修
・
講
習
事
業
︼　
東
京
し
ご
と
財
団

に
お
け
る
技
能
支
援
講
習
会
へ
の
推
薦
の
ほ

か
、当
セ
ン
タ
ー
独
自
に
お
し
ご
と
体
験
会
、

職
種
別
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
を
開
催
し
、

就
業
会
員
や
後
継
者
が
不
足
し
て
い
る
職
種

へ
の
充
足
を
図
り
ま
す
。

︻
普
及
啓
発
事
業
︼　
情
報
化
社
会
に
適
応
す

る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
に
よ
る
会
員
へ
の

通
信
連
絡
手
段
と
し
て
、
ス
マ
ス
マ
の
普
及

啓
発
を
さ
ら
に
推
進
し
、就
業
や
地
域
活
動
、

安
全
に
関
す
る
迅
速
な
情
報
発
信
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
区
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
積

極
的
に
出
展
し
、
セ
ン
タ
ー
の
取
組
を
紹
介

し
魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に
新
規
会
員
の
募

集
も
行
い
ま
す
。

︻
社
会
参
加
等
支
援
事
業
︼　
多
く
の
会
員
が

就
業
以
外
に
も
社
会
貢
献
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、
活
動
に
対
す

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
ポ
イ
ン
ト

制
度
を
確
立
し
ま
す
。

︻
安
全
就
業
推
進
事
業
︼　
就
業
の
際
は
会
員

手
帳
、
温
湿
度
計
の
携
行
を
必
須
と
し
、
自

転
車
利
用
会
員
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
推

奨
も
行
い
、
事
故
の
未
然
防
止
と
再
発
防
止

に
努
め
ま
す
。

︻
セ
ン
タ
ー
運
営
︼　
定
款
及
び
関
係
法
令
等

に
係
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
徹
底
し
、
組

織
運
営
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に
向

け
、
適
正
か
つ
透
明
性
の
高
い
運
営
体
制
を

推
進
し
ま
す
。

表　令和8年度　収支予算（単位：円）
経常収益（収入） 本年度 前年度（補正後） 差引増減

受託事業収益 793,148,000 939,599,000 △ 146,451,000
受取配分金 688,427,000 824,630,000 △ 136,203,000
受取材料費等 6,388,000 6,429,000 △ 41,000
受取事務費 98,333,000 108,540,000 △ 10,207,000

受取センター業務委託料 15,317,000 0 15,317,000
労働者派遣事業等受託収益 11,607,000 7,360,000 4,247,000
トライアル就業事業収益 300,000 300,000 0
正会員受取会費 4,060,000 5,470,000 △ 1,410,000
受取補助金等 142,294,000 139,479,000 2,815,000
連合交付金 21,132,000 20,860,000 272,000
区補助金 120,886,000 118,313,000 2,573,000
補助金等振替額 162,000 162,000 0
安全就業事業助成金等 0 30,000 △ 30,000
人間ドック利用補助金 114,000 114,000 0

特定資産受取利息 101,000 49,000 52,000
雑収益 0 30,000 △ 30,000
A　経常収益（収入）合計 966,827,000 1,092,287,000 △ 125,460,000

経常費用（支出） 本年度 前年度（補正後） 差引増減
受託事業 692,659,000 828,659,000 △ 136,000,000
 支払配分金 688,427,000 824,630,000 △ 136,203,000
 支払材料費等 4,232,000 4,029,000 203,000

就業機会提供事業 86,039,000 88,848,000 △ 2,809,000
労働者派遣事業 687,000 448,000 239,000
調査研究事業 110,000 219,000 △ 109,000
相談事業 0 15,000 △ 15,000
研修・講習事業 629,000 367,000 262,000
普及啓発事業 5,999,000 8,149,000 △ 2,150,000
社会参加等支援事業 2,004,000 5,047,000 △ 3,043,000
安全就業等推進事業 2,918,000 3,322,000 △ 404,000
共通（事業費） 128,808,000 122,955,000 5,853,000
管理費 46,995,000 45,846,000 1,149,000
什器備品除去損 0 1,000 △ 1,000
B　経常費用（支出）合計 966,848,000 1,103,876,000 △ 137,028,000
当期一般正味財産増減額（A-B） △ 21,000 △ 11,589,000 11,568,000
一般正味財産期首残高 113,026,229 124,615,229 △ 11,589,000
一般正味財産期末残高 113,005,229 113,026,229 △ 21,000
当期指定正味財産増減額 △ 162,000 △ 162,000 0
指定正味財産期首残高 564,750 726,750 △ 162,000
指定正味財産期末残高 402,750 564,750 △ 162,000
正味財産期末残高 113,407,979 113,590,979 △ 183,000

令和8年度

事業計画
と

収支予算

　

就
業
委
員
会
で
は
、
就
業

者
が
不
足
し
て
い
る
職
種
と
地

域
に
重
点
を
置
き
、
よ
り
効
果

的
な
就
業
促
進
に
つ
な
が
る
よ

う
、
新
た
に
「
お
し
ご
と
見
学

会
／
体
験
会
」
を
企
画
し
ま
し

た
。
令
和
７
年
度
は
、
通
学
案

内
交
通
指
導
・
マ
ン
シ
ョ
ン
清

掃
・
植
木
剪
定
の
３
職
種
を
対

象
に
、
実
際
の
就
業
現
場
で
実

施
し
ま
し
た
。「
興
味
は
あ
る

が
一
歩
踏
み
出
せ
な
い
」「
ど

ん
な
仕
事
か
分
か
ら
な
い
」「
自

分
に
で
き
る
か
不
安
」
と
い
っ

た
思
い
を
解
消
し
、
イ
ベ
ン
ト

感
覚
で
気
軽
に
参
加
で
き
る
体

験
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

︻
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃
︼

　

１
月
の
寒
空
の
中
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃

の
お
し
ご
と
体
験
会
」
に
３
名
の
会
員
が
参

加
し
ま
し
た
。
ゴ
ミ
出
し
、
掃
き
掃
除
、
拭

き
掃
除
な
ど
、
日
常
清
掃
の
基
本
的
作
業

を
実
際
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
身
体
を
動
か
し
て

い
る
と
寒
さ
も
気
に
な
ら
ず
、
気
持
ち
よ
く

作
業
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
ゴ

ミ
は
思
っ
た
よ
り
軽
く
、
分
別
も
し
っ
か
り

さ
れ
て
い
る
」「
マ
ン
シ
ョ
ン
内
も
き
れ
い
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
就
業
に
対
し
て
意

欲
的
な
様
子
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
マ
ン

シ
ョ
ン
清
掃
は
朝
の
２
時
間
程
度
か
ら
、
日

時
自
由
の
仕
事
も
多
く
、
他
の
仕
事
や
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
と
の
両
立
が
し
や
す
い
点
が
魅
力

で
す
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
の
清
掃
業
務
に

は
管
理
作
業
や
高
所
作
業
は
含
ま
れ
ず
、
就

業
前
に
は
必
ず
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
現
場

確
認
を
行
う
た
め
、
安
心
し
て
働
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
健
康
維
持
に
も
役
立
つ
お
仕
事

と
し
て
お
す
す
め
で
す
。

︻
通
学
案
内
交
通
指
導
︼

●
三
谷
小
学
校

　

通
学
案
内
・
交
通
指
導
は
、
多
く
の
会

員
が
従
事
し
て
い
る
業
務
で
す
が
、
ま
だ
ま

だ
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。11

月
12
日
（
水
）
朝
、
見
学
会
を
実
施
し

ま
し
た
。　

　

当
日
は
、
3
名
の
方
が
見
学
会
に
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
業
務
の
概
要
を
説
明
後
、
指
導

員
の
立
ち
位
置
に
移
動
し
業
務
の
様
子
を
見

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

三
谷
小
学
校
は
約
5
6
0
名
の
生
徒
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。
交
通
指
導
員
は
3
か
所
に

分
か
れ
、
児
童
が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う

旗
を
使
用
し
誘
導
し
ま
す
。
特
に
、
早
稲
田

通
り
の
三
谷
小
入
口
交
差
点
は
多
く
の
児
童

が
往
来
す
る
た
め
、
指
導
員
は
大
変
気
を
使

い
ま
す
。
ま
た
、
今
川
3
丁
目
交
差
点
は
バ

ス
が
左
折
す
る
た
め
、
車
と
児
童
の
両
方
に

目
配
り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
な
せ
ん
。
こ
の

よ
う
に
大
変
な
面
は
あ
り
ま
す
が
、
子
供
た

ち
の
元
気
な
挨
拶
や
笑
顔
を
見
る
と
、
や
り

が
い
の
あ
る
業
務
と
感
じ
て
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
。

︵
村
上
連
絡
員
︶

●
杉
並
第
九
小
学
校

11
月
26
日
（
水
）
朝
、
３
名
の
参
加
者
と

本
部
職
員
と
小
生
を
合
わ
せ
た
５
名
で
実
施

し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
学
校
の
家
庭
科
室
に
て
８
時
ま

で
お
仕
事
の
詳
細
を
座
学
に
て
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
質
問
時
間
を
取
り
、
質
疑
応

答
を
実
施
し
ま
し
た
。
座
学
の
後
、
４
か
所

あ
る
見
守
り
立
ち
位
置
を
回
っ
て
、
登
校
の

集
中
す
る
８
時
過
ぎ
ま
で
横
断
歩
道
の
立
ち

位
置
、
旗
の
振
り
方
、
笛
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な

ど
を
説
明
し
な
が
ら
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
、
興
味
を
持
っ
て
見
学
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
校
内
の
控
室
に
戻
り
、
当
日
メ
ン

バ
ー
の
紹
介
と
控
室
の
説
明
な
ど
を
行
い
、

質
問
な
ど
受
け
、体
験
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
会
を
通
じ
て
効
果
を
期
待
し

て
、
後
日
本
部
担
当
者
の
方
か
ら
１
名
の
就

業
の
報
告
を
い
た
だ
き
、
今
後
も
他
校
で
の

体
験
会
の
実
施
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
く
思

い
ま
す
。

︵
大
倉
連
絡
員
︶

●
荻
窪
小
学
校

　

２
月
９
日
（
月
）、
会
員
５
名
が
参
加
し
、

見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
薄
曇
り

な
が
ら
穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、
見
学
会

に
ふ
さ
わ
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
荻
窪
小
学
校
に
お
け
る
交
通
指

導
の
役
割
や
意
義
、
日
頃
の
業
務
内
容
、
や

り
が
い
や
苦
労
な
ど
に
つ
い
て
概
要
説
明
を

行
い
、
そ
の
後
、
正
門
前
の
現
場
へ
移
動
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
子
ど
も
た
ち
と
シ
ル

バ
ー
会
員
と
の
実
際
の
や
り
取
り
を
間
近
で

見
学
し
な
が
ら
、
次
々
と
質
問
を
寄
せ
、
終

始
活
発
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
下
校

中
の
児
童
が
声
を
か
け
て
く
れ
る
場
面
も
あ

り
、
和
や
か
な
交
流
の
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。
待
機
場
所
に
戻
っ
て
か
ら
の
質
疑
応

答
で
も
、「
他
校
で
も
同
様
の
取
り
組
み
か
」

な
ど
具
体
的
な
質
問
が
続
き
、
本
部
メ
ン

バ
ー
も
丁
寧
に
応
じ
る
な
ど
、
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
る
充
実
し
た
見
学
会
と
な
り
ま

し
た
。

︵
呉
連
絡
員
︶

＊おしごと体験会＊

令和8年4月21日発行 第180号
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ス
コ
ー
プ
で
拡
大
さ
れ
た
野
鳥
を
見
た
り
、

持
参
さ
れ
た
双
眼
鏡
で
の
観
察
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
な
ど
、
い
つ
も
の
散
策

と
は
違
っ
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
カ
ラ
ス
で
す
が
、

「
カ
ア
カ
ア
」
と
鳴
く
の
は
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ

ス
、
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
よ
り
小
さ
い
ハ
シ

ボ
ソ
ガ
ラ
ス
は
「
ガ
ー
ア
ッ
ガ
ー
ア
ッ
」

と
鳴
く
そ
う
で
す
。
鳥
の
目
は
人
の
目
の

よ
う
に
上
の
瞼
か
ら
閉
じ
る
の
で
は
な
く

下
の
瞼
か
ら
閉
じ
る
、
ま
た
餌
を
食
べ
る

と
15
分
く
ら
い
で
排
泄
す
る
な
ど
、
鳥
に

関
す
る
豆
知
識
も
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

観
察
終
了
後
、
今
回
の
野
鳥
観
察
会
で

確
認
で
き
た
鳥
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
二
班
で

27
種
の
野
鳥
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
善
福

寺
公
園
に
は
、
50
種
ほ
ど
の
野
鳥
が
い
る

そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
散
歩
が
て
ら
野

鳥
観
察
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
理
事
　
村
上
）

和
田
堀
地
区

文
化
財
た
く
さ
ん
の
妙
法
寺
見
学

　

皆
様
は
、
青
梅
街
道
と
鍋
屋
横
丁
通
り
の

交
差
点
付
近
に
「
鍋
横
み
ち
し
る
べ
」
の

跡
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
約
1
5
0
年
前
の
明
治
11
年
に
建

立
さ
れ
「
是
よ
り
堀
ノ
内
江
十
八
丁
十
間
」

と
妙
法
寺
ま
で
の
距
離
が
刻
ま
れ
て
い
ま

し
た
（
大
元
は
約
2
4
0
年
前
の
石
碑
建

立
）。

予
定
募
集
人
数
も
早
く
集
ま
り
、
以
前
よ

り
心
配
が
無
く
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
も
「
時
流
に
合
っ

た
興
味
の
あ
る
内
容
」「
分
か
り
易
い
楽
し

い
チ
ラ
シ
」
を
目
指
し
て
作
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
理
事
　
渡
部
）

井
荻
地
区

善
福
寺
公
園
野
鳥
観
察
会

1
月
27
日
（
火
）、
善
福
寺
公
園
に
お
い

て
冬
の
野
鳥
観
察
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
風
も
な
く
快
晴
と
な
り
、
野
鳥
観

察
に
は
最
適
な
天
候
で
し
た
。

　

講
師
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
杉
並
環
境

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
議
会
の
環
境
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
六
車
氏
、
井
上
氏
、
ま
た
協
議
会
か

ら
2
名
の
サ
ポ
ー
ト
（
松
井
氏
、
西
村
氏
）

の
方
々
が
来
ら
れ
、
丁
寧
な
解
説
を
頂
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
体
調
を
悪
く
さ
れ

た
方
も
い
て
11
名
と
な
り
ま
し
た
が
、
5

名
と
6
名
の
二
班
に
分
か
れ
善
福
寺
公
園

の
下
の
池
か
ら
上
の
池
へ
と
湖
畔
を
散
策

し
な
が
ら
、
冬

に
し
か
見
ら
れ

な
い
コ
ガ
モ
や

ヒ
ド
リ
ガ
モ
な

ど
を
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
環
境
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
協

議
会
か
ら
お
持

ち
い
た
だ
い
た

中
の
３
月
９
日
（
月
）、
参
加
者
22
名
に
よ

る
救
急
救
命
実
技
演
習
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
手
順
に
従
い
、
倒

れ
て
い
る
人
の
意
識
確
認
や
周
囲
の
安
全

確
認
、
１
１
９
番
通
報
、
胸
骨
圧
迫
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
大
き

な
声
で
周
囲
の
人
に
助
け
を
求
め
る
こ
と

及
び
出
血
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
感
染

予
防
の
観
点
か
ら
素
手
で
直
接
血
液
に
触

れ
な
い
こ
と
な
ど
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

次
の
地
震
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
６
人
１
組

と
な
り　
「
地
震
だ
！
ま
ず
身
の
安
全
」、　

テ
ー
ブ
ル
の
下
に
潜
り
込
み
ま
す
。
震
度
７

の
激
し
い
揺
れ
の
中
で
は
、
お
互
い
頭
を
守

る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

地
震
時
の
行
動
、
直
後
の
行
動
、
そ
の
後

の
行
動
に
つ
い
て
の
説
明
も
受
け
ま
し
た
。

れ
た
説
明
を
し
て
頂
き
、
1
時
間
半
が
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
解

散
後
は
各
自
約
1
万
2
千
坪
も
あ
る
境
内

を
散
策
し
、
妙
法
寺
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
触
れ
た
「
道
し
る
べ
」
は
平
成

14
年
に
妙
法
寺
の
敷
地
に
移
設
さ
れ
ま
し

た
。
環
状
七
号
線
の
妙
法
寺
参
道
入
口
脇

に
建
っ
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は

是
非
妙
法
寺
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

（
理
事
　
宮
西
）

阿
佐
谷
・
高
円
寺
地
区

シ
ル
バ
ー
寄
席

　

今
回
は
高
円
寺
・
阿
佐
谷
地
区
共
同
開

催
に
て
「
第
2
回
シ
ル
バ
ー
寄
席
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

2
月
24
日
（
火
）、
高
円
寺
公
益
社
様
の

ご
厚
意
に
よ
り
会
場
を
お
借
り
し
て
、
参

加
者
約
40
名
が
一
足
先
に
お
花
見
気
分
を

堪
能
！

　

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
妙

法
寺
見
学
を
企
画
し
ま
し
た
。
冬
の
開
催

（
2
月
16
日
）
で
し
た
が
、
平
年
よ
り
気
温

が
高
く
穏
や
か
な
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

山
務
職
の
方
に
建
物
の
隅
々
ま
で
ご
案

内
頂
き
ま
し
た
。
祖
師
堂
、
本
堂
、
日
朝

堂
、
二
十
三
夜
堂
、
御
成
り
の
間
等
々
の

文
化
財
が
全
て
繋
が
っ
て
お
り
、
驚
き
ま

し
た
。
縁
起
か
ら
始
ま
り
、
何
故
「
や
く

よ
け
祖
師
」
な
の
か
、「
眼
病
平
癒
」
な
の

か
、「
学
業
成
就
・
入
学
祈
願
」
な
の
か
、

ま
た
江
戸
時
代
の
建
築
や
彫
刻
、
狩
野
派

の
画
、
鉄
門
、
二
十
三
夜
堂
が
石
造
り
に

な
っ
て
い
る
理
由
、
徳
川
将
軍
家
と
の
つ

な
が
り
、
当
時
の
棟
梁
に
よ
る
木
の
目
の

使
い
方
、
猪
目
（
イ
ノ
メ
）・
蟇
股
（
カ
エ

ル
マ
タ
）、
更
に
は
作
家
・
有
吉
佐
和
子
の

碑
に
つ
い
て
解
り
や
す
く
ユ
ー
モ
ア
に
溢

地
区
活
動
報
告

高
円
寺
地
区

﹁
新
自
転
車
交
通
安
全
ル
ー
ル
﹂

講
習
会

　

１
月
23
日
（
金
）、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ふ
ら
っ

と
高
円
寺
南
『
旧
杉
八
小
跡
』
で
「
新
自

転
車
交
通
安
全
ル
ー
ル
」
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
講
師
に
は
杉
並
警
察
署
交
通

課
の
方
を
招
き
、
約
１
時
間
わ
か
り
易
く

解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。
令
和
８
年
４
月

１
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
自
転
車
交
通
安
全

ル
ー
ル
は
、
今
ま
で
の
暗
黙
の
ル
ー
ル
に

代
わ
り
交
通
ル
ー
ル
と
し
て
明
文
化
さ
れ

ま
す
。
我
々
の
自
転
車
へ
の
認
識
は
小
さ

い
頃
か
ら
乗
っ
て
お
り
、
免
許
証
は
不
要
、

歩
行
者
の
延
長
で
走
り
た
い
所
を
自
由
に

乗
っ
て
い
ま
し
た
。
で
は
、
正
し
く
は
ど

こ
を
走
れ
ば
よ
い
か
？
歩
道
を
通
れ
る
の

か
？
交
差
点
で
は
？　

そ
こ
で
軽
車
両
と

い
う
分
類
の
︻
自
転
車
安
全
利
用
五
則
︼

と
い
う
内
容
が
掲
げ
ら
れ
、
①
車
道
が
原

則
、
左
側
通
行
、
歩
道
は
例
外
、
歩
行
者

優
先　

②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止

を
守
り
安
全
確
認　

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
点

灯　

④
飲
酒
運
転
禁
止　

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用（
努
力
義
務
）と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
自
分
事
と
し
て
真
剣

に
聞
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
日

自
転
車
を
利
用
し
て
お
り
、
今
回
は
ペ
ナ

ル
テ
ィ
の
「
青
切
符
」
導
入
が
気
に
な
り

参
加
と
い
う
方
も
お
り
ま
し
た
。

　

本
来
は
自
転
車
の
交
通
事
故
を
減
ら

し
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
安
全
に
利
用
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
の
が
目
的
で
す
。
ペ
ナ

ル
テ
ィ
の
「
青
切
符
」
も
初
年
度
は
厳
し

く
せ
ず
『
注
意
喚
起
』
に
と
ど
め
、
ル
ー

ル
を
知
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た

（
ホ
ッ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
方
々
が
多
く

お
り
ま
し
た
）。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
募
集
の
参
加
申
込
み

は
ス
マ
ス
マ
を
見
て
の
連
絡
が
多
く
、
平

均
年
齢
約
75
歳
、
総
勢
44
名
で
し
た
。
直

接
ス
マ
ホ
で
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
な
が
ら

受
付
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
声
が
と

て
も
お
元
気
で
し
た
。
ま
た
松
庵
、高
井
戸
、

浜
田
山
、
井
草
、
荻
窪
と
各
地
区
か
ら
参

加
さ
れ
、
関
心
の
高
さ
に
も
驚
き
ま
し
た
。

　

杉
並
江
戸
落
語
研
究
会
の
ご
協
力
に
よ

り
ス
タ
ー
ト
は
「
く
ら
し
え
」
さ
ん
の
お

囃
子
。
梅
は
咲
い
た
か
~
♪
桜
は
ま
だ
か

い
な
~
♪　

三
味
線
と
太
鼓
で
会
場
が
一

気
に
華
や
ぎ
ま
し
た
。

　

２
組
目
は
「
高
円
寺
亭
オ
ス
カ
ル
」
さ

ん
の
講
談
。
演
目
は
『
西
行
鼓
が
滝
』。
高

名
な
歌
人
・
西
行
法
師
が
鼻
を
折
ら
れ
る

様
子
を
描
い
た
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
お
話
︙
。

　

こ
こ
で
再
度
「
く
ら
し
え
」
さ
ん
の
登

場
で
、
手
踊
り
『
ぎ
っ
ち
ょ
ん
ち
ょ
ん
』

の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
会
場
の
全
員
で

身
体
を
ほ
ぐ
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

３
組
目
は
「
高
円
寺
亭
小
鈴
」
さ
ん
の

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
！
カ
ー
ド
マ
ジ
ッ
ク
、

予
知
能
力
？
マ
ジ
ッ
ク
、
ス
カ
ー
フ
マ
ジ
ッ

ク
な
ど
な
ど
、
会
場
を
華
や
か
に
盛
り
上

げ
て
、
煙
に
巻
い
て
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ト
リ
は
「
高
円
寺
亭
た
ら
好
」
さ
ん
の

落
語
。演
目
は『
富
久
』。さ
て
、オ
チ
は
︙
？

約
1
時
間
半
、
4
組
の
公
演
で
大
い
に
笑
っ

て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
会

場
の
皆
様
か
ら
は
次
回
「
第
３
回
シ
ル
バ
ー

寄
席
」
開
催
を
期
待
す
る
声
も
沢
山
い
た

だ
き
ま
し
た
。
出
演
者
の
皆
様
、
会
場
へ

足
を
運
ん
で
頂
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
理
事
　
小
宮
）

和
泉
下
高
地
区

池
袋
防
災
館
体
験
ツ
ア
ー

　

体
験
ツ
ア
ー
は
、
春
の
火
災
予
防
期
間

令和8年4月21日発行 第180号
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青
切
符
の
適
用
や
違
反
例
等
の
説
明
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
の
重
要
性
な
ど
高
井
戸
周

辺
道
路
の
具
体
的
な
道
路
名
を
あ
げ
て
の

説
明
で
し
た
の
で
、
分
か
り
や
す
く
身
近

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
は
す
ぐ
に
手
が
上
が
り
、
切

れ
目
な
く
続
き
、
40
分
間
を
超
え
た
時
点

で
打
ち
切
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

通
学
案
内
交
通
指
導
員
や
O
B
の
方
々

の
発
言
が
多
く
、
日
頃
電
動
マ
マ
チ
ャ
リ

の
危
険
走
行
や
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
着
用
な
ど
の

危
険
な
自
転
車
を
見
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
、
警
察
に
取
り
締
ま
り
強
化
の
お
願
い

や
色
々
な
状
況
で
の
警
察
と
し
て
の
見
解

を
求
め
た
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
片
付
け
中
も
熱
心
に
質
問
・

確
認
さ
れ
て
い
る
方
も
い
て
、
良
い
機
会

が
出
来
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

（
理
事
　
小
川
）

毎日にちょっとした
楽しみを！

杉並保健所健康推進課
健康推進係　常山 美保

高齢者の健康 連載・47

　

仕
事
や
地
域
活
動
な
ど
、
日
々
い
き
い

き
と
活
躍
さ
れ
て
い
る
シ
ニ
ア
の
方
が
杉

並
区
に
は
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ

ん
な
毎
日
を
大
切
に
し
て
い
る
皆
さ
ん

に
、
日
常
の
中
で
気
軽
に
取
り
入
れ
て
い

た
だ
け
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
健
幸
ア
プ
リ
﹁
な
み
チ
ャ
レ
﹂

　
「
な
み
チ
ャ
レ
」
は
、
日
々
の
歩
数
や
食

事
な
ど
を
簡
単
に
記
録
で
き
る
杉
並
区
の

健
康
応
援
ア
プ
リ
で
す
。
ア
プ
リ
を
開
い

て
歩
数
を
見
る
だ
け
で
も
、
自
然
と
日
々

の
身
体
の
動
き
を
振
り
返
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
す
。

　

ア
プ
リ
で
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
お
知
ら

せ
や
健
康
に
関
す
る
記
事
動
画
も
配
信

さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
健
康
情
報

の
記
録
に
よ
っ
て
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
こ

と
が
で
き
、
た
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
電
子

マ
ネ
ー
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
ギ
フ
ト
に
交
換

（
応
募
者
多
数

の
場
合
、抽
選
）

で
き
ま
す
。

　

毎
日
歩
か
な

く
て
も
大
丈
夫
！
イ
ベ
ン
ト
も
参
加
で
き

る
と
き
だ
け
で
O
K
で
す
。
自
分
の
健
康

情
報
を
記
録
し
た
り
、
結
果
を
確
認
し
て

み
る
、
そ
ん
な
気
軽
な
関
わ
り
方
で
も
、

日
々
の
生
活
に
ち
ょ
っ
と
し
た
楽
し
み
が

増
え
ま
す
。

②
す
ぎ
な
み
健
康
チ
ャ
ン
ネ
ル

YouTube

「
す
ぎ
な
み
健
康
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
で
は
、
短
時
間
で
で
き
る
運
動
動
画

を
は
じ
め
、
栄
養
や
歯
・
口
の
健
康
に
関

す
る
動
画
も
配
信
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

動
画
は
数
分
程
度
で
、
す
き
間
時
間
に
気

軽
に
視
聴
で
き
る
内
容
で
す
。

　
「
今
日
は
体
を
動
か
し
た
い
」「
食
事
の

ヒ
ン
ト
が
ほ
し
い
」「
口
の
健
康
が
気
に
な

る
」
な
ど
、
そ
の
日
の
気
分
や
関
心
に
合

わ
せ
て
動
画
を
選
べ
る
の
も
魅
力
で
す
。

日
々
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
し
て

　

健
康
づ
く
り
は
「
頑
張
る
こ
と
」
で
は

な
く
、
暮
ら
し
を
少
し
心
地
よ
く
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
な
み
チ
ャ
レ
で
記
録
を

つ
け
た
り
イ
ベ
ン
ト
を
の
ぞ
い
て
み
た
り
、

す
ぎ
な
み
健
康
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
動
画
を
見

た
り
す
る
時
間
が
、
日
々
の
楽
し
み
の
一

つ
に
な
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
自
身
に
合
っ
た
方
法
を
見
つ

け
、
無
理
な
く
で
き
そ
う
な
と
こ
ろ
か
ら

健
康
づ
く
り
を
取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

火
災
・
煙
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
タ
オ
ル
や

ハ
ン
カ
チ
で
鼻
や
口
を
押
え
、
姿
勢
を
低

く
し
て
床
に
近
い
空
気
を
吸
い
、
壁
に
手

を
当
て
な
が
ら
、
避
難
口
誘
導
灯
や
通
路
誘

導
灯
を
確
認
し
、
煙
の
中
か
ら
避
難
す
る

方
法
を
学
び
ま
し
た
。
避
難
の
ポ
イ
ン
ト

は
、　
「
①
お
さ
な
い
②
か
け
な
い
③
し
ゃ

べ
ら
な
い
④
も
ど
ら
な
い
」
↓
「
お
・
か
・

し
・
も
」
の
４
点
と
児
童
に
は
教
え
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

最
後
は
、
消
火
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
消
火

器
の
ピ
ン
を
抜
く
、
消
火
ホ
ー
ス
を
火
に

向
け
る
、
レ
バ
ー
を
握
る
、
参
加
者
全
員

が
消
火
実
技
を
行
い
、
体
験
ツ
ア
ー
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
「
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

説
明
も
面
白
く
、
気
軽
に
防
災
体
験
が
で

き
、楽
し
く
、大
変
有
意
義
だ
っ
た
。
次
は
、

孫
と
一
緒
か
な
」
と
の
感
想
を
聞
き
な
が

ら
の
散
会
と
な
り
ま
し
た
。（
理
事
　
大
槻
）

高
井
戸
地
区

新
自
転
車
交
通
ル
ー
ル
情
報

講
習
会

4
月
か
ら
自
転
車
交
通
ル
ー
ル
が
大
幅

改
正
さ
れ
る
と
知
り
、
高
井
戸
警
察
署
交
通

課
の
方
に
情
報
講
習
会
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

３
月
12
日
（
木
）
10
時
30
分
~
12
時
、
高

井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
、
会
員

33
名
・
一
般
４
名
、
計
37
名
の
参
加
で
し
た
。

　

前
半
は
ビ
デ
オ
で
正
し
い
自
転
車
の
乗

り
方
や
ル
ー
ル
説
明
等
が
あ
り
、
後
半
は

　

み
な
さ
ん
は
ご
存
知
で
す
か
？

　

自
転
車
の
交
通
事
故
の
抑
止
を
図
る
目

的
と
し
て
、
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
16

歳
以
上
の
自
転
車
利
用
者
を
対
象
に
交
通

反
則
通
告
制
度
（
い
わ
ゆ
る
「
青
切
符
」）

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
青
切
符
導
入
の
背
景

に
は
い
く
つ
か
理
由
が
あ
り
ま
す
が
、
一

つ
に
自
転
車
事
故
の
割
合
が
年
々
増
加
し
、

令
和
６
年
中
に
発
生
し
た
自
転
車
乗
用
中

の
死
亡
・
重
傷
事
故
の
う
ち
、
約
４
分
の

３
は
自
転
車
側
に
も
法
令
違
反
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
危
険
性
・
迷
惑
性
が
高

い
悪
質
・
危
険
な
違
反
に
つ
い
て
は
反
則
金

を
科
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
青
切
符
の
対

象
と
な
る
反
則
行
為
は
１
１
３
種
類
に
も

及
び
ま
す
が
、
身
近
な
反
則
行
為
・
反
則

金
は
「
信
号
無
視
や
右
側
通
行
６
︐０
０
０

円
」・「
ブ
レ
ー
キ
不
良
や
一
時
不
停
止
５
︐

０
０
０
円
」・「
携
帯
電
話
使
用
等
（
保
持
）

１
２
︐０
０
０
円
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

自
ら
が
違
反
を
し
な
い
た
め
に
内
容
を

知
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
乗
る
前
、
乗

る
際
に
心
が
け
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
３
つ
、

ご
案
内
し
ま
す
。

⑴
ブ
タ
は
し
ゃ
べ
る
（
乗
る
前
）

①
ブ
レ
ー
キ
：
前
後
の
ブ
レ
ー
キ
は
き
ち

ん
と
効
く
か
？

②
タ
イ
ヤ
：
空
気
は
入
っ
て
い
る
か
？
タ

イ
ヤ
に
キ
ズ
や
さ
さ
っ
た
も
の
は
な
い

か
？

③
ハ
ン
ド
ル
：
ハ
ン
ド
ル
を
上
か
ら
見
た

と
き
に
曲
が
っ
て
い
な
い
か
？

④
し
ゃ
た
い
（
車
体
）：
サ
ド
ル
に
座
っ
た

と
き
に
、
両
足
が
地
面
に
着
く
か
？
ラ

イ
ト
は
点
灯
す
る
か
？
反
射
器
が
壊
れ

て
い
た
り
、
汚
れ
た
り
し
て
い
な
い
か
？

⑤
ベ
ル
：
音
が
ち
ゃ
ん
と
鳴
る
か
？

　

何
事
も
事
前
の
準
備
で
事
故
防
止
で
す
。

⑵
ち
ょ
っ
と
待
て
　

　
急
ぐ
気
持
ち
に
ブ
レ
ー
キ
を
！

（
乗
る
際
）

　

当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
さ
ん
に
よ

る
、
令
和
８
年
度
安
全
標
語
、
最
優

秀
作
品
で
す
。
こ
の
標
語
を
胸
に
、

急
ぐ
気
持
ち
に
ブ
レ
ー
キ
を
。

①
あ
わ
て
ず
急
が
ず
ゆ
っ
く
り
走
る

②
交
差
点
で
は
必
ず
止
ま
っ
て
確
認

③
片
手
運
転
は
し
な
い

④
段
差
・
マ
ン
ホ
ー
ル
に
注
意

⑤
無
理
と
感
じ
た
ら
「
押
し
て
歩
く
」

　

こ
れ
ら
を
守
っ
て
事
故
防
止
で
す
。

⑶
つ
け
よ
う
ラ
イ
ト
！

　
か
ぶ
ろ
う
ヘ
ル
メ
ッ
ト
！
（
乗
る
際
）

　

見
え
る
、
見
ら
れ
る
、
守
ら
れ
る
。
夜

は
ラ
イ
ト
、
走
る
な
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
。
ど

ち
ら
も
命
を
守
る
大
切
な
習
慣
で
す
。

　

全
国
に
お
け
る

令
和
６
年
中
の
自

転
車
乗
車
中
の
損

傷
部
位
別
死
者
数

を
見
て
も
、「
頭

部
」
が
全
体
の
約

５
割
を
占
め
て
お

り
、
事
故
発
生
時

に
致
命
傷
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
非

常
に
高
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
令

和
７
年
度
は
都
内

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
も
就
業
中
に
相
手
方
の
不
注
意

に
よ
っ
て
車
両
に
巻
き
こ
ま
れ
、
死
亡
す

る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
高
齢
者
は
、

事
故
発
生
時
に
重
症
化
し
や
す
く
な
る
危

険
性
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
の
と
こ

ろ
窓
口
や
就
業
現
場
を
見
て
い
る
と
、
会

員
全
体
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
は
ま
だ
ま

だ
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
着
用
し
な
い

理
由
の
中
に
は
「
周
り
の
視
線
が
気
に
な
っ

て
恥
ず
か
し
い
」「
自
分
は
元
気
だ
か
ら
事

故
に
遭
わ
な
い
し
平
気
だ
」
と
い
っ
た
声

も
聞
か
れ
ま
す
が
、
事
故
は
予
告
な
く
突

然
起
こ
り
ま
す
。
転
倒
時
の
頭
部
保
護
に

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
、

重
大
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
す
。

　

今
は
規
格
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
ヘ
ル

メ
ッ
ト
で
も
３
︐０
０
０
円
台
か
ら
購
入
で

き
、
万
が
一
の
際
に
は
命
を
守
る
大
切
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
自
転
車
の
交
通
安
全

ル
ー
ル
の
確
認
・
遵
守
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
を
強
く
推
奨
し
ま
す
。

交通安全ルール
と

ヘルメット着用
安全管理委員会

自転車の

令和8年4月21日発行 第180号
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「
高
井
戸
中
学
校
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
」

写
真
：
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
よ
り
貸
与

　

ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
の
父
オ
ッ
ト
ー
氏

よ
り
1
9
7
6
年
に
寄
贈
さ
れ
た
3
株
の

「
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
」
が
現
在
2
６
0
株
と
な

り
、
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
地
域
や
生

徒
に
よ
り
大
切
に
育
て
ら
れ
、
毎
年
美
し

い
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
5
月
と
10
月

に
は
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
「
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
」
を
見
に
高
井
戸
中

学
校
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

今
月
号
で
は
、
自
転
車
運
転
時
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
を
呼
び
か
け
る
記
事
を
掲
載

し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
安
全
管
理
委
員

会
が
昨
年
10
月
か
ら
今
年
1
月
に
か
け
て

6
か
所
の
就
業
現
場
で
会
員
の
自
転
車
運

転
時
に
お
け
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
状
況
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
自
転
車
利
用
者
22
名

中
、
着
用
者
は
3
名
、
着
用
率
は
13
・

6
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
警
察
庁
公
表

の
全
国
平
均
21
・
2
％
を
大
き
く
下
回
る

結
果
で
し
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
頭
部
と
命

を
守
る
だ
け
で
な
く
、
安
全
意
識
を
高
め

る
効
果
も
あ
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は

自
転
車
事
故
が
多
発
し
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、
事
故
防
止
の
た
め
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
徹
底
を
図
り
た
い
も
の
で
す
。
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
坂
本 

正
夫
）

高
齢
社
会
　
康
齢
社
会
　
幸
齢
社
会

�

　
事
務
局
長
　
中
村
一
郎

　

野
球
好
き
の
私
に
と
っ
て
、
こ
の
春
は

苦
痛
の
一
言
。『
日
本
サ
ポ
ー
タ
ー
』
と
し

て
W
B
C
の
テ
レ
ビ
観
戦
が
叶
わ
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。
空
い
た
時
間
は
、YouTube

で
埋
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
65
歳
の
身

に
あ
っ
て
動
画
の
検
索
ワ
ー
ド
は
、「
健
康

寿
命
維
持
の
秘
訣
」
一
択
で
し
た
。

　
「
酒
は
適
量
」「
喫
煙
厳
禁
」「
適
度
な
運

動
」「
ス
ト
レ
ス
発
散
」、
順
位
の
差
こ
そ

あ
れ
上
位
は
ほ
ぼ
こ
の
顔
ぶ
れ
で
し
た
が
、

ど
の
動
画
も
1
位
は
判
で
押
し
た
よ
う
、

「
社
会
と
関
わ
る
」
も
し
く
は
「
人
と
繋
が

る
」
で
し
た
。

　

本
年
３
月
ま
で
40
年
以
上
、
区
役
所
で

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、「
我
が

ま
ち
杉
並
」
が
大
好
き
な
区
民
の
皆
様
と

多
数
、
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
ご
一
緒
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
共
に
歳
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
私
の
財
産
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
シ
ル
バ
人
材
セ
ン
タ
ー
を
通

じ
て
、さ
ら
に
多
く
の
『
杉
並
サ
ポ
ー
タ
ー
』

と
出
会
い
、
活
動
を
共
に
し
て
い
く
中
で
、

高
齢
社
会
の
「
高
」
の
字
を
健
康
の
「
康
」

の
字
、
さ
ら
に
は
幸
福
の
「
幸
」
の
字
に

変
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

新
任
の
ご
挨
拶�

主
事
　
桑
田
　
栞

　

今
年
度
よ
り
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
務
局
に
着
任
し
ま
し
た
桑
田
栞

と
申
し
ま
す
。前
職
は
臨
床
研
究
モ
ニ
タ
ー

事務局 主な担当業務 所属職員

本
部
事
務
局

みなみ阿佐ヶ谷ビル6階
TEL：03-3317-2217
FAX：03-3317-9090

公共
派遣事業

自転車駐車場管理・自転車整理/通学案内交通指導/小・中学校
施設管理/児童館運営管理/公園・運動施設等管理（屋外清掃）/
筆耕/広報紙・ポスター等配達・掲出/和洋裁/洋服のお直し工
房/会員作品販売/環境美化巡回指導/ゆうゆう館受付等事業運
営/孫の手サービス

中村事務局長
斉藤事務局長代理
小林/宮城/伊東/水野/南雲/
桑田/宮本/権田/早川/
田中/今

みなみ阿佐ヶ谷ビル7階
TEL：03-3317-9091
FAX：03-3317-9093

民間
一般家庭

マンション共用部等屋内清掃/家事援助・育児支援サービス/
屋外清掃/民間施設管理/雑役（水やり等）/ハウスクリーニング

田島/山田/渡邊/小林（千）/
橋本/持田/中村（光）

清
水
分
室

清水3-22-4 2階
TEL：03-3394-2253
FAX：03-3394-5004

技能職種
他

植木剪定/除草（草刈り・芝刈り含む）/障子・襖・網戸張替/包
丁研ぎ/各種出張サービス（パソコン操作・着付け・講座指導）
/スーパーかご整理・駐車場管理等/会員企画提案事業（教室事
業）/大工・塗装等

林道所長
井上/中村（浩）/森田/高橋

と
し
て
医
師
の
事
務
サ
ポ
ー
ト
に
従
事
し

て
お
り
ま
し
た
。
趣
味
は
音
楽
鑑
賞
で
す
。

　

杉
並
区
の
小
学
校
に
転
校
し
て
間
も
な

い
頃
、
通
学
案
内
の
方
か
ら
の
毎
朝
の
温

か
い
ご
挨
拶
に
大
変
励
ま
さ
れ
た
こ
と
が

今
で
も
心
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
感

謝
を
胸
に
今
度
は
私
が
恩
返
し
で
き
る
よ

う
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　
「
令
和
７
年
度
事
業
報
告
」「
令
和
７
年

度
決
算
書
類
の
承
認
の
件
」
等
の
た
め
の

定
時
総
会
を
開
催
し
ま
す
。
会
員
の
皆
さ

ま
の
ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
：
令
和
８
年
６
月
24
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
始

　
　
　
（
午
後
１
時
受
付
開
会
）

※
所
要
時
間
は
概
ね
１
時
間
半
を
予
定

会
場
：
セ
シ
オ
ン
杉
並 
ホ
ー
ル

　

定
時
総
会
閉
会
後
、
同
会
場
に
て
地
区

委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。
地
区
委
員
の
皆

さ
ま
の
ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
8
年
度
の
主
な
担
当
業
務
は
表
の

と
お
り
で
す
。
就
業
に
関
す
る
お
問
合
せ

は
、
そ
の
業
務
を
担
当
す
る
事
務
局
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
就
任
あ
い
さ
つ
　

令
和
8
年
度 

　
事
務
局
編
成

令
和
８
年
度 

全
体
地
区
委
員
会
の
お
知
ら
せ

第
16
回
　
定
時
総
会
の
お
知
ら
せ


